
タスクフォース（ＴＦ）に関する経緯

・第６回ナノテクノロジー・材料PT会合におい

て今後深く議論すべき課題（ナノテクの産業化、
分野融合拠点など）があがった。
・国として、ナノテクノロジー・材料を推進する
ために、集中/徹底した議論の場を設けるべき

との提案があった。

・第7回ナノテクノロジー・材料PT会合におい

てタスクフォースの目標として世界の中でナノ
テクノロジー・材料分野の研究および事業化
をリードするために国は何をすべきかを十分
に議論し、具体的な提案を纏めるとの提案が
あり、ＴＦの枠組みについて了承された。また、
主査については座長に一任となった。

・ＰＴ座長がＴＦ主査を委任し、各主査はＴＦの
テーマとメンバーの選定を行い、第8回ＰＴに

おいて報告及び承認を受けることになった。

資料１ー１

TF最終報告書イメージ

ナノテク・材料分野の特徴を踏
まえた検討に基づき以下の項目
を数ページに纏める。

①第３期科学技術基本計画に
おける進捗と状況変化

②事業化の状況と促進のため
の課題

③国際比較
④分野内での領域融合
⑤成果の他７分野への展開
⑥推進方策の提案

第7回ナノテク材料ＰＴ会合（2008
年7月2日）配布資料1より抜粋



ナノテク・材料ＴＦの構成図

共通課題・推進基盤

主査：田中ＰＴ委員

ナノエレクトロニクス

主査： 中村ＰＴ委員

材料

主査： 馬越ＰＴ委員

ナノバイオ

主査： 梶谷ＰＴ委員

ナノサイエンス

主査： 川合ＰＴ委員
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・若手、民間などから
幅広く外部専門家を
招聘する。

・領域、分野にとらわ
れることなく、広い視
点で課題抽出と問題
提起をする。

・主査はPTへ結果を

報告する

留意すべき点

外部専門家



2009年3月上旬2008年８月19日 2008年12月上旬

・ＴＦのテーマ及び
メンバーのご承認

ＴＦ１

ＴＦ2
ＴＦ3
ＴＦ4
ＴＦ5

・ＴＦ中間報告
・追加作業等 ・ＴＦ最終報告

ＴＦ間の調整

ＴＦ間の調整

ナノテクノロジー・材料 ＰＴ＆ＴＦのスケジュール

第10回ＰＴ会議
第９回ＰＴ会議第８回ＰＴ会議

2009年4～5月

分野別推進戦略
中間フォローアップ

第11回ＰＴ会議

・12月に様式確定
・ 3月頃から本格作業

・現状における
課題や問題点
の洗い出しそれ
らの対応方針

戦略重点：１０
重要課題：２９
（H18-20の3年間）

・中間フォローアップ
最終取り纏め


